細胞障害性抗がん剤の副作用の緩和治療に関する研究 by 網 のぞみ
あみ  のぞみ 
氏 名  網  のぞみ 
学 位 の 種 類  博士（薬科学） 
学 位 記 番 号  富医薬博甲第 270号 
学位授与年月日  平成 30年 3月 23日 
学位授与の要件  富山大学学位規則第 3条第 3項該当 




（主査） 教 授 松本 欣三
（副査） 教 授 櫻井 宏明






















































な M3 受容体アンタゴニストである J-115311（N-(2-[3-([(3R)-1-(Cyclohexylmethyl)-3-
piperidinyl]methylamino)-3-oxopropyl]amino-2-oxoethyl)-3,3,3-triphenylpropioamide)を用いて評
価した。J-115311 は、in vitro および in vivo で高いサブタイプ選択性を有する有用な化合物で
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